
平成25年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（非連結） 

平成24年11月13日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 サクラダ 上場取引所 東 
コード番号 5917 URL http://www.sakurada.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 曽田 弘道
問合せ先責任者 （役職名） 経理部長 （氏名） 伊藤 鋭一 TEL 043-441-6113
四半期報告書提出予定日 平成24年11月14日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成25年3月期第2四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 3,059 33.6 △189 ― △312 ― △321 ―
24年3月期第2四半期 2,289 △17.5 △235 ― △246 ― △216 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △1.29 ―
24年3月期第2四半期 △1.25 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 4,604 2,111 45.9
24年3月期 4,207 1,933 45.9
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  2,111百万円 24年3月期  1,933百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,980 48.9 △170 ― △280 ― △290 ― △1.16



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 273,142,890 株 24年3月期 223,142,890 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 150,030 株 24年3月期 147,124 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 249,660,778 株 24年3月期2Q 172,999,161 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(将来に関する記述等についてのご注意) 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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当第２四半期における日本経済は、欧州の政府債務危機問題や円高の長期化、原油価格の上昇、中国

経済の減速等により、予断を許さない状況で推移しております。 

橋梁業界における当第２四半期の発注量は、前年同期に対し若干上回る程度で推移いたしましたが、高

速道路会社による大ロットの大型物件が増加したため、発注件数は大きく減少し、受注競争はさらに熾

烈なものとなっております。 

  中長期的に見れば、東日本大震災の復興に向けた取り組みと、橋梁の老朽化に関する保全対策の必要

性が議論され、今後橋梁工事の発注量は増加することが予想されますが、復興関連における工事の発注

や着工までにはもう暫く時間を要するものと推測され、足元の事業環境は依然として不透明な状況が続

くものと想定しております。 

  このような状況の中、当社は入札結果を徹底して分析し、技術提案部門並びに積算部門を中心に受注

力の強化に取り組んでおります。これらの取り組みにより、技術提案の評価は高水準を維持しており、

積算についても、昨年度下期に対し精度が向上してまいりました。その結果、当第２四半期は、地方庁

物件で千葉県の印旛捷水路上部工その４を始めとする３件の受注を獲得することができました。しかし

ながら前年同期受注高は6,274,325千円と好調であったため、当第２四半期累計期間の受注高は大幅な

減少となり、1,204,807千円（前年同期比5,069,517千円減）となりました。 

  なお、第３四半期に入り、国土交通省九州地方整備局から大型工事を受注いたしました。今後更なる

受注の拡大に向け、受注力を強化してまいります。 

  完成工事高は、前年同期が低調であったため、前年同期に対し770,251千円増加したものの、

3,059,367千円（前年同期比33.6%増）となりました。 

  損益面では、前年下半期から続く受注低迷の影響及び一部工事の進捗遅れ等により、必要な完成工事

高を確保できなかったこと、また、設計変更対象工事における先行コストの発生並びに一部工事の採算

性の悪化等により、営業損失は189,035千円（前年同四半期営業損失235,678千円）、経常損失は貸倒引

当金が大幅に減少したものの、事業再構築関連費用の発生等により312,435千円（前年同四半期経常損

失246,129千円）となり、四半期純損失につきましては321,652千円(前年同四半期純損失216,265千円)

を計上することとなりました。なお設計変更先行コストの発生による収益の悪化は、今後発注者との設

計変更契約が締結されることで改善される見込みであります。 

  当社はこの厳しい経営環境を打開するため、全社をあげて変動費・固定費を問わず大幅なコスト削減

に取り組んでおりますが、今後更なるコスト削減に注力してまいります。 

  また平成24年2月24日開催の臨時株主総会特別決議に基づき、事業継続に必要な運転資金及び設備投

資資金の調達を目的とした総額10億円の第三者割当による新株予約権を発行いたしましたが、平成24年

8月27日までに全量が行使されました。現在は設備投資額の圧縮と袖ケ浦工場の本格稼働に向けた準備

を進めております。 

  

  なお当社の事業は、鋼構造物事業に一本化しているため、セグメントに関する業績は記載しておりま

せん。 

  

1．当四半期決算に関する定性的情報

 (1) 経営成績に関する定性的情報
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①資産、負債及び純資産の状況 

当第2四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ396,449千円増加し4,604,219千円

（前事業年度末比9.4％増）となりました。流動資産は3,399,644千円となり、前事業年度末に比べ

460,234千円増加しました。この主な要因は、現金預金125,709千円、前渡金214,082千円及び貸倒引当

金を新たに34,500千円引当てたことにより減少したものの、完成工事未収入金757,700千円及び営業外

未収入金が135,486千円増加したことによるものであります。固定資産は1,204,575千円となり、前事業

年度末に比べ63,785千円減少しました。この主な要因は、貸倒引当金を33,500千円新たに引当てたこと

によるものであります。 

  負債については、前事業年度末に比べ218,135千円増加し2,492,534千円（前事業年度末比9.6％増）

となりました。流動負債は2,145,155千円となり、前事業年度末に比べ242,982千円増加しました。この

主な要因は、工事損失引当金が152,000千円減少したものの、営業外支払手形を含む支払手形371,485千

円及び工事未払金が66,238千円増加したことによるものであります。固定負債は347,378千円となり、

前事業年度末に比べ24,846千円減少しました。この主な要因は、長期未払金が25,875千円減少したこと

によるものであります。 

  純資産については、前事業年度末に比べ178,313千円増加し2,111,685千円（前事業年度末比9.2％

増）となりました。この主な要因は、四半期純損失を321,652千円計上したものの、新株予約権の行使

により資本金及び資本準備金がそれぞれ250,000千円増加したことによるものであります。この結果、

自己資本比率は45.9％となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

  当第2四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）残高は、前年同四半

期会計期間末と比べ827,537千円減少し410,020千円となりました。 

  当第2四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであり

ます。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果減少した資金は544,769千円（前年同四半期は194,574千円の増加）となりました。こ

の主な要因は、仕入債務366,979千円の増加及び前渡金214,082千円の減少による資金の増加があったも

のの、税引前四半期純損失313,817千円の計上、売上債権759,711千円の増加及び工事損失引当金

152,000千円の減少により資金の減少があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動の結果減少した資金は77,151千円（前年同四半期は213,270千円の減少）となりました。こ

の主な要因は、支払代行業務によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動の結果増加した資金は496,210千円（前年同四半期は24,079千円の減少）となりました。こ

の主な要因は、新株予約権の行使による収入があったことによるものであります。 

  

平成25年3月期の通期業績予想については、平成24年11月12日に公表いたしました業績予想の内容と

変更はありません。 

  

 (2) 財政状態に関する定性的情報

 (3) 業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

当社は、当第2四半期累計期間において千葉県の印旛捷水路上部工その４を始めとする地方庁物件で

複数件の受注を獲得することができました。更に第3四半期に入り、国土交通省九州地方整備局から大

型工事を受注し、受注強化策の効果は引き続き現れてきておりますが、第1四半期会計期間までの受注

不振の影響により完成工事高の減少が続き、当第2四半期累計期間において189,035千円の営業損失及び

312,435千円の経常損失を計上したことにより資金調達の困難性も重要な懸案事項となっております。

また、事業継続に必要な運転資金及び移転先である千葉県袖ケ浦市の新工場の設備投資資金の調達のた

め、総額10億円の第三者割当による新株予約権を発行し、平成24年8月27日までに全量が行使されたも

のの、移転先である袖ケ浦新工場の構築資金の準備には十分ではないこと等から、前事業年度に引き続

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

  当社はこれらの状況を打開するため、入札結果の徹底した分析や、技術提案部門並びに積算部門を中

心に数次に亘る組織の見直しを図り、受注体制の強化に取り組んでおります。これらの取り組みによ

り、総合評価方式における技術評価点及び積算制度の向上が寄与し、国土交通省の物件等の受注にも一

定の成果を上げております。また、総額10億円の第三者割当による新株予約権を発行し、全量が行使さ

れておりますが、移転先である袖ケ浦新工場の構築資金の準備には十分ではないこと等から、新たな資

金調達のための増資計画等を策定中であります。 

  しかし、東日本大震災に係る復興需要が具体的受注として実現する時期が現状では不明であることも

含め、受注獲得の不確実性が高いこと、今後の増資等の実施時期並びに新工場の着工時期も未定であ

り、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

  当社といたしましては、当該不確実性を出来るだけ速やかに払拭できるよう全社を挙げて鋭意努力し

てまいります。 

  

2．サマリー情報(注記事項)に関する事項

 (1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 (2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

3．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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4．四半期財務諸表 
 (1) 四半期貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 992,237 866,527

完成工事未収入金 1,397,046 2,154,747

営業外未収入金 － 135,486

たな卸資産 10,520 10,954

前渡金 370,538 156,455

その他 169,565 110,472

貸倒引当金 △500 △35,000

流動資産合計 2,939,409 3,399,644

固定資産   

有形固定資産   

建物 97,951 97,951

減価償却累計額 △46,798 △48,598

建物（純額） 51,153 49,352

構築物 676,392 676,392

減価償却累計額 △498,966 △503,930

構築物（純額） 177,425 172,461

機械及び装置 1,444,736 1,444,736

減価償却累計額 △1,242,888 △1,263,969

機械及び装置（純額） 201,848 180,767

車両運搬具 6,385 2,814

減価償却累計額 △4,107 △2,414

車両運搬具（純額） 2,278 399

工具、器具及び備品 66,344 66,831

減価償却累計額 △27,684 △33,545

工具、器具及び備品（純額） 38,659 33,285

土地 268,410 268,410

建設仮勘定 39,401 44,781

有形固定資産合計 779,176 749,457

無形固定資産   

電話加入権 300 300

無形固定資産合計 300 300

投資その他の資産   

投資有価証券 113,339 113,339

関係会社株式 28,318 28,318

その他 355,726 355,160

貸倒引当金 △8,500 △42,000

投資その他の資産合計 488,885 454,818

固定資産合計 1,268,361 1,204,575

資産合計 4,207,770 4,604,219
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 399,728 700,859

営業外支払手形 － 70,355

工事未払金 422,010 488,249

1年内返済予定の長期借入金 86,461 83,461

未払費用 85,600 83,434

未払法人税等 8,976 8,714

未成工事受入金 286,274 284,263

工事損失引当金 371,000 219,000

移転関連費用引当金 191,988 184,539

その他 50,131 22,278

流動負債合計 1,902,173 2,145,155

固定負債   

長期未払金 298,789 272,913

環境対策引当金 10,500 10,500

繰延税金負債 60,326 62,110

その他 2,609 1,854

固定負債合計 372,225 347,378

負債合計 2,274,398 2,492,534

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,652,742 1,902,742

資本剰余金   

資本準備金 250,000 500,000

その他資本剰余金 12,594 12,594

資本剰余金合計 262,594 512,594

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 31,028 △290,623

利益剰余金合計 31,028 △290,623

自己株式 △12,993 △13,027

株主資本合計 1,933,372 2,111,685

純資産合計 1,933,372 2,111,685

負債純資産合計 4,207,770 4,604,219
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 (2) 四半期損益計算書 
 第2四半期累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

完成工事高 2,289,116 3,059,367

完成工事原価 2,213,836 2,956,827

完成工事総利益 75,279 102,540

販売費及び一般管理費 310,957 291,575

営業損失（△） △235,678 △189,035

営業外収益   

受取利息及び配当金 452 496

還付加算金 2,416 －

業務受託手数料 － 13,400

その他 929 2,048

営業外収益合計 3,798 15,945

営業外費用   

支払利息 1,651 1,078

貸倒引当金繰入額 － 68,000

事業再生関連費用 － 64,529

その他 12,598 5,737

営業外費用合計 14,249 139,345

経常損失（△） △246,129 △312,435

特別利益   

投資有価証券清算分配金 19,741 －

特別利益合計 19,741 －

特別損失   

固定資産売却損 － 1,381

災害による損失 2,982 －

損害賠償負担金 2,956 －

その他 860 －

特別損失合計 6,799 1,381

税引前四半期純損失（△） △233,187 △313,817

法人税、住民税及び事業税 5,405 6,050

法人税等調整額 △22,326 1,784

法人税等合計 △16,921 7,834

四半期純損失（△） △216,265 △321,652
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 (3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △233,187 △313,817

減価償却費 50,549 33,754

固定資産除売却損益（△は益） － 1,381

投資有価証券評価損益（△は益） 860 －

投資有価証券清算分配金 △19,741 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 68,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,170 －

長期未払金の増減額（△は減少） － △25,875

工事損失引当金の増減額（△は減少） △262,000 △152,000

支払利息 1,651 1,078

売上債権の増減額（△は増加） 1,015,267 △759,711

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △764 △433

仕入債務の増減額（△は減少） △326,087 366,979

前渡金の増減額（△は増加） 2,188 214,082

未収入金の増減額（△は増加） 40,719 18,718

未払消費税等の増減額（△は減少） 40,533 △22,885

その他 △92,403 39,800

小計 221,756 △530,927

利息及び配当金の受取額 452 496

利息の支払額 △1,507 △720

法人税等の支払額 △10,771 △6,569

移転費用の支払額 △15,356 △7,048

営業活動によるキャッシュ・フロー 194,574 △544,769

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △38,008 △12,604

固定資産の売却による収入 － 450

敷金の差入による支出 △196,949 －

投資有価証券の清算による収入 21,262 －

支払代行業務による支払額 － △376,319

支払代行業務による回収額 － 311,187

その他 425 135

投資活動によるキャッシュ・フロー △213,270 △77,151

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △23,307 △3,000

自己株式の取得による支出 △16 △34

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 500,000

その他 △754 △754

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,079 496,210

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △42,775 △125,709

現金及び現金同等物の期首残高 1,280,332 535,729

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,237,557 410,020
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当社は、当第2四半期累計期間において千葉県の印旛捷水路上部工その４を始めとする地方庁物件で

複数件の受注を獲得することができました。更に第3四半期に入り、国土交通省九州地方整備局から大

型工事を受注し、受注強化策の効果は引き続き現れてきておりますが、第1四半期会計期間までの受注

不振の影響により完成工事高の減少が続き、当第2四半期累計期間において189,035千円の営業損失及び

312,435千円の経常損失を計上したことにより資金調達の困難性も重要な懸案事項となっております。

また、事業継続に必要な運転資金及び移転先である千葉県袖ケ浦市の新工場の設備投資資金の調達のた

め、総額10億円の第三者割当による新株予約権を発行し、平成24年8月27日までに全量が行使されたも

のの、移転先である袖ケ浦新工場の構築資金の準備には十分ではないこと等から、前事業年度に引き続

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

  当社はこれらの状況を打開するため、入札結果の徹底した分析や、技術提案部門並びに積算部門を中

心に数次に亘る組織の見直しを図り、受注体制の強化に取り組んでおります。これらの取り組みによ

り、総合評価方式における技術評価点及び積算制度の向上が寄与し、国土交通省の物件等の受注にも一

定の成果を上げております。また、総額10億円の第三者割当による新株予約権を発行し、全量が行使さ

れておりますが、移転先である袖ケ浦新工場の構築資金の準備には十分ではないこと等から、新たな資

金調達のための増資計画等を策定中であります。 

  しかし、東日本大震災に係る復興需要が具体的受注として実現する時期が現状では不明であることも

含め、受注獲得の不確実性が高いこと、今後の増資等の実施時期並びに新工場の着工時期も未定であ

り、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

  なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確

実性の影響を四半期財務諸表には反映しておりません。 

  

当第２四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日) 

当社が平成24年２月27日に発行した第４回新株予約権について、当第２四半期累計期間において本新

株予約権の行使(行使個数250個)により、資本金および資本準備金がそれぞれ250,000千円増加し、当第

２四半期会計期間末において、資本金が1,902,742千円、資本剰余金が512,594千円となっております。

  

 (4) 継続企業の前提に関する注記

 (5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当社の報告セグメントは、鋼構造物（橋梁およびその他の鉄構物）の設計、製作、組立、据付ならびに

販売を主な事業とする単一セグメントであるため、事業セグメントを記載しております。 

  

5．補足情報

完成工事高、受注高及び受注残高

完成工事高 （単位：千円未満切捨）

セグメントの名称

前第2四半期累計期間 当第2四半期累計期間 前事業年度

(自 平成23年4月1日
  至 平成23年9月30日)

(自 平成24年4月1日
  至 平成24年9月30日)

(自 平成23年4月1日
  至 平成24年3月31日)

金額 金額 金額

 鋼構造物 2,276,616 3,058,231 4,666,610

 その他 12,499 1,136 21,938

 合  計 2,289,116 3,059,367 4,688,549

受注高 （単位：千円未満切捨）

セグメントの名称

前第2四半期累計期間 当第2四半期累計期間 前事業年度

(自 平成23年4月1日
  至 平成23年9月30日)

(自 平成24年4月1日
  至 平成24年9月30日)

(自 平成23年4月1日
  至 平成24年3月31日)

金額 金額 金額

 鋼構造物 6,261,826 1,203,671 6,539,556

 その他 12,499 1,136 21,938

 合  計 6,274,325 1,204,807 6,561,494

受注残高 （単位：千円未満切捨）

セグメントの名称

前第2四半期会計期間末 当第2四半期会計期間末 前事業年度末

(平成23年9月30日現在) (平成24年9月30日現在) （平成24年3月31日現在）

金額 金額 金額

 鋼構造物 8,216,699 4,249,876 6,104,435

 その他 － － －

 合  計 8,216,699 4,249,876 6,104,435

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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